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野村サービス関連株ファンド 
（愛称：もてなしの心） 

運用報告書(全体版)
 

第４期（決算日2017年８月21日） 
 

作成対象期間（2016年８月23日～2017年８月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2014年５月14日から2024年８月20日までです。 

運 用 方 針 

サービス関連株マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、わが国のおもてなし関連企業※の
株式を主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。マザーファンド受益証券の組入比率は、
原則として高位を維持することを基本とします。 
※当ファンドにおいて、「おもてなし関連企業」とは、世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユーザーに提供する企業のこと
を指します。 

主な投資対象 
野村サービス 

関連株ファンド 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国のおもてなし関連企業の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村サービス 

関連株ファンド 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村サービス関連株ファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数

株  式
組入比率

株  式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産
総 額(分配落)

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

東証株価指数
（ T O P I X ）

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

2014年５月14日 10,000 － － 1,178.35 － － － － 112

１期(2014年８月20日) 11,094 60 11.5 1,279.64 8.6 94.4 － 4.6 1,163

２期(2015年８月20日) 15,289 300 40.5 1,623.88 26.9 99.1 － － 7,757

３期(2016年８月22日) 12,470 170 △17.3 1,303.68 △19.7 95.4 － 3.8 10,512

４期(2017年８月21日) 14,166 230 15.4 1,595.19 22.4 98.8 － 0.3 5,251
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

東証株価指数
（ T O P I X ）

騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％

2016年８月22日 12,470 － 1,303.68 － 95.4 － 3.8

８月末 12,450 △ 0.2 1,329.54 2.0 95.1 － 4.0

９月末 12,853 3.1 1,322.78 1.5 95.0 － 3.8

10月末 13,216 6.0 1,393.02 6.9 96.6 － 2.4

11月末 13,513 8.4 1,469.43 12.7 98.1 － 0.8

12月末 13,901 11.5 1,518.61 16.5 98.6 － 0.8

2017年１月末 13,704 9.9 1,521.67 16.7 98.8 － 0.4

２月末 13,643 9.4 1,535.32 17.8 98.8 － 0.2

３月末 13,429 7.7 1,512.60 16.0 98.3 － 0.2

４月末 13,856 11.1 1,531.80 17.5 98.4 － 0.2

５月末 14,478 16.1 1,568.37 20.3 98.3 － 0.2

６月末 14,802 18.7 1,611.90 23.6 99.2 － 0.2

７月末 14,460 16.0 1,618.61 24.2 99.0 － 0.2

(期  末)   

2017年８月21日 14,396 15.4 1,595.19 22.4 98.8 － 0.3
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

  



品 名：90001_140588_004_03_野村サービス関連株ファンド_688183.docx 

日 時：2017/9/20 13:11:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

野村サービス関連株ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2016年８月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2016年８月22日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は15.4％の上昇 

基準価額は期首12,470円から期末14,396円（分配金込み）に1,926円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～11月上旬） 

（上昇） FRB（米連邦準備制度理事会）の要人発言などを受け早期米国利上げ観測が広がった

ことで円安ドル高が進んだこと。 

（下落） 米大統領選挙において共和党のトランプ氏の当選が濃厚となりリスク回避の動きが強

まったこと。 
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②の局面（11月上旬～４月中旬） 

（上昇） トランプ氏の勝利宣言を受けて財政拡大による景気押し上げ政策などへの期待が高

まったことや、為替市場で急速に円安ドル高が進んだこと。 

（上昇） 米国において１年ぶりの利上げが決定され日米金利差拡大から円安ドル高が進行した

こと。 

（上昇） トランプ米大統領による法人税減税やインフラ投資政策への期待、堅調な企業決算な

どから米国株式市場が過去最高値を更新したこと。 

（下落） FOMC（米連邦公開市場委員会）で追加利上げ予想に変化がなかったことや、米下院共

和党がヘルスケア法案の採決を断念しトランプ米大統領の経済政策に対する期待が後

退したことで、米金利が低下し円高ドル安が進んだこと。 

（下落） 米国のシリア空爆や北朝鮮情勢の緊迫化など地政学的リスクが高まり、リスク回避の

動きが強まったこと。 

 

③の局面（４月中旬～期末） 

（上昇） 仏大統領選においてEU（欧州連合）離脱に消極的なマクロン氏が勝利したことに加え、

米議会において予算案が暫定的な合意に達するなど政治的なリスクが低下したこと。 

（上昇）米国株式市場が過去最高値を更新したことを受け、為替市場で円安ドル高が進んだこと。 

（上昇） 米雇用統計が市場予想を上回る結果となり、米国経済の好調が確認されたこと。 

（下落） 北朝鮮情勢の緊迫化、スペインでのテロ事件など地政学的リスクが高まり、リスク回

避の動きが強まったこと。 

 

○投資環境 

期初は、FRBの要人発言を受けて早期米国利上げ観測が広がったことなどから株式市場は上

昇しました。その後も、FOMCでの米国の利上げ見送りによる円高進行などで株式市場は一時

下落したものの、堅調な中国経済指標や米大統領選挙において民主党のヒラリー・クリントン

氏の優勢が伝わり米国の政策変更への不安が遠のいたことなどから円安ドル高が進行し、株式

市場は上昇しました。 

11月に入ると米大統領選挙において共和党のトランプ氏の当選が濃厚となるとリスク回避

の動きが強まり、株式市場は大きく下落しましたが、トランプ氏の勝利宣言を受けて財政拡大

による景気押し上げ政策などへの期待が高まったことで急反発しました。更に、次期トランプ

政権への期待から米国株式市場が過去最高値を更新したことや、米国利上げ観測を背景とした

急速な円安の進行などが好感されたことも相場を押し上げました。その後も、米国において１

年ぶりの利上げが決定され、日米金利差拡大から円安ドル高が進行したことなどから株式市場

は上昇しました。 

１月に入ると日本の年末年始に公表された海外経済指標が堅調であったことなどを受け、株

式市場は大きく上昇して始まりましたが、トランプ米大統領の就任演説が経済政策の具体性に

乏しかったことや保護主義的な主張が目立ったことなどから、一進一退で推移しました。その
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後は、法人減税やインフラ投資政策への期待や堅調な企業決算などから米国株式市場が過去最

高値を更新したことなどを受けて国内株式市場も大きく上昇しましたが、トランプ米大統領の

議会演説を控えて利益確定の動きが強まり、株式市場は小幅上昇にとどまりました。 

３月に入るとFOMCにおける政策金利の追加利上げ決定後、今後の利上げペースが加速する

可能性は低いとの見通しが広がったことなどから為替相場が円高ドル安に転じたことや、米国

の医療保険制度関連法案を巡る混乱を受けてトランプ政権の今後の政策運営に対する不安が

高まり、リスク回避的な動きが強まったことなどから株式市場は下落しました。その後は、北

朝鮮のミサイル発射や米国によるシリア攻撃を受けて地政学的リスクが強く意識されたこと

などから株式市場は下落しましたが、日米経済対話が波乱なく終了したことやトランプ政権が

税制改革に再度強い意欲を示したことなどが買い戻しの動きを後押しし、株式市場は上昇しま

した。 

５月に入ると仏大統領選においてマクロン氏が勝利したことに加え、米議会において予算案

が暫定的な合意に達するなど政治的なリスクが低下したことや、日本の大型連休中に海外株式

市場が上昇したこと、日本企業の2017年３月期決算が概ね良好な結果となったことなどが好感

され、株式市場は上昇しました。その後は、ECB（欧州中央銀行）のドラギ総裁の発言が今後

の金融緩和縮小に前向きと受け止められたことで国内外の長期金利が上昇したことを受け、株

式市場全体は一進一退で推移しました。 

７月に入ると４-６月期の企業決算が製造業を中心に概ね良好な滑り出しとなったことが買

い材料となりましたが、大きく株価が上昇していた半導体関連株などに利益確定の売りが出た

ことなどが下落要因となり、株式市場は小幅上昇となりました。その後は、北朝鮮情勢の緊迫

化、スペインのテロなど地政学的リスクが高まり、株式市場は下落しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村サービス関連株ファンド］ 

基本方針として、当ファンドは［サービス関連株マザーファンド］を高位に組み入れます。

期末の実質組入比率は株式98.8％、投資信託証券0.3％としました。 

 

［サービス関連株マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末は株式98.8％、投資信託証券0.3％としました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユーザーに提供す

る企業などの投資候補銘柄の中から、業績動向やバリュエーション（投資価値評価）、企

業の競争力などを勘案して投資魅力度が高いと判断される銘柄に投資しました。 

（２） 期中の売買では、日産自動車、任天堂、ソフトバンクグループなどを買い付けました。

一方、ヤマトホールディングス、日本新薬、明治ホールディングスなどを売却しました。 
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（３） 期末において保有している主な業種は小売業、サービス業、電気機器、医薬品、情報・

通信業など、主な銘柄はパーソルホールディングス、ツルハホールディングス、ペプチ

ドリーム、日産自動車、日本新薬などです。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が＋22.4％となったのに対して、基準

価額は＋15.4％となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①市場平均より少なめに保有していた輸送用機

器の上昇率が市場平均より小さかったこと。 

②市場平均より多めに保有していたその他製

品の上昇率が市場平均より大きかったこと。 

③市場平均より多めに保有していたタカラト

ミー、日本新薬、クラリオンなどの上昇率が

市場平均より大きかったこと。 

 

（主なマイナス要因） 

①市場平均より多めに保有していた小売業の上昇率が市場平均より小さかったこと。 

②市場平均より少なめに保有していた電気機器や化学などの上昇率が市場平均より大きかっ

たこと。 

③市場平均より多めに保有していたファーストリテイリング、エムスリー、名古屋鉄道などが

値下がりしたこと。 
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◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり230円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2016年８月23日～ 
2017年８月21日 

当期分配金 230 

(対基準価額比率) 1.598％

 当期の収益 211 

 当期の収益以外 18 

翌期繰越分配対象額 4,166 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［サービス関連株マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は緩やかな拡大を続けています。４月以降の景気指標は設備投資や消費関連を中心

に堅調であり、好調な景気は維持されると見込んでいます。日銀は、長短金利をターゲットと

したイールド・カーブ・コントロール政策のもと、年初来は国債の買入額を年間40兆円弱の

ペースまで減少させています。平成29年度の当初予算ベースでの新規国債発行額が約35兆円で

あることから現行の緩和政策の持続性は高まっていますが、物価の動きは日銀の掲げる２％の

インフレ目標を大きく下回る状況が続いています。７月に公表された日銀・展望レポートでも

政策委員の2017年度の消費者物価上昇率見通しの中央値は前年度比＋1.1％まで引き下げられ

ました。こうした下では、日銀は相当期間にわたって現状の金融緩和政策を維持せざるを得な

いと思われます。 

 

2017年度国内企業の予想経常利益は、前年度比15.3％増（野村證券金融経済研究所予想によ

るRussell/Nomura Large Cap［除く金融］、８月17日時点）、2018年度は同7.7％増（同上）とな

ることが予想されます。また、株式市場については、2017年度の予想PBR（株価純資産倍率）

が1.51倍（同上）と過去に比べて割高感はなく、景気と企業業績の回復期待が更に高まるにつ

れ、上昇すると見ています。  
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野村サービス関連株ファンド

・投資方針 

（１） 引き続き、世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユー

ザーに提供する企業を主要投資対象として運用を行ってまいります。 

（２） 銘柄選択にあたっては、企業取材によるボトムアップアプローチをベースに、企業の競

争力や経営の評価、収益予想などの企業分析を行い、企業の成長性やバリュエーション

などを考慮して組み入れを行います。また、銘柄の投資比率の決定に際しては、株式の

市場性などにも留意して分散投資をはかります。 

（３） 所得環境の改善や訪日外国人の増加など当ファンドが主要投資対象とする小売業、サー

ビス業には追い風が吹いています。こうした環境下、サービスや製品を通じて高い顧客

満足度を実現している企業、さらにそれが利益成長に結び付いている企業に着目して投

資していく方針です。 

 

［野村サービス関連株ファンド］ 

当ファンドは引き続き第５期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、主要な投資対象であります［サービス関連株マザーファンド］の組み入れを高位に

維持し、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村サービス関連株ファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 184  1.346 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 88)  (0.646) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 88)  (0.646) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.054) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 15   0.108  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 14)  (0.104)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.004)  

（c） そ の 他 費 用 0   0.004  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 199   1.458   

期中の平均基準価額は、13,692円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村サービス関連株ファンド

○売買及び取引の状況 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
サービス関連株マザーファンド 148,203 212,300 4,621,631 6,956,200

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

 

項 目 
当 期 

サービス関連株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 14,715,363千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 11,530,693千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.27  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

 

＜野村サービス関連株ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜サービス関連株マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3,432 2,018 58.8 11,283 5,837 51.7

投資信託証券 － － － 487 241 49.5

平均保有割合 71.1%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 9,163千円
うち利害関係人への支払額（B） 4,988千円

（B）／（A） 54.4％  
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村

證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2017年８月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

サービス関連株マザーファンド 7,813,500 3,340,072 5,249,591
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年８月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

サービス関連株マザーファンド 5,249,591 97.0

コール・ローン等、その他 160,536 3.0

投資信託財産総額 5,410,127 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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野村サービス関連株ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年８月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 5,410,127,904  

 コール・ローン等 144,736,462  

 サービス関連株マザーファンド(評価額) 5,249,591,442  

 未収入金 15,800,000  

(B) 負債 158,841,382  

 未払収益分配金 85,257,405  

 未払解約金 26,085,993  

 未払信託報酬 47,384,130  

 未払利息 193  

 その他未払費用 113,661  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,251,286,522  

 元本 3,706,843,717  

 次期繰越損益金 1,544,442,805  

(D) 受益権総口数 3,706,843,717口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,166円
 

（注）期首元本額は 8,430,108,144 円、期中追加設定元本額は

618,679,715円、期中一部解約元本額は5,341,944,142円、１口当

たり純資産額は1.4166円です。 
 

○損益の状況 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       16,010  

 支払利息 △       16,010  

(B) 有価証券売買損益 794,276,649  

 売買益 1,326,161,354  

 売買損 △  531,884,705  

(C) 信託報酬等 △  112,830,160  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 681,430,479  

(E) 前期繰越損益金 △  535,777,026  

(F) 追加信託差損益金 1,484,046,757  

 (配当等相当額) (    505,479,542) 

 (売買損益相当額) (    978,567,215) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,629,700,210  

(H) 収益分配金 △   85,257,405  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,544,442,805  

 追加信託差損益金 1,484,046,757  

 (配当等相当額) (    506,919,406) 

 (売買損益相当額) (    977,127,351) 

 分配準備積立金 108,050,752  

 繰越損益金 △   47,654,704  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2016年８月23日～2017年８月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2016年８月23日～ 
2017年８月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 78,432,161円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 1,436,392,053円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 114,875,996円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,629,700,210円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,396円

g. 分配金 85,257,405円

h. 分配金(１万口当たり) 230円
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 230円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 
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